
データサイエンティストの就労意識
2015 → 2023  一般(個人)会員アンケートより

2024年 4月 3日

データサイエンティスト協会 調査・研究委員会
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調査目的と概要

2
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調査の目的

3

データサイエンティストの人材育成やスキルアップ、

組織内外の需要（企業）と供給（データサイエンテイスト）の

マッチングに関する現状を明らかにするため

データ分析に携わる個人が抱える課題を把握・考察する
≒データサイエンティスト協会一般個人会員
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調査の概要

⚫ 2015年 調査

– 調査対象者： DS協会 一般会員

（実務者層およびマネジメント層）

– 調査日： 2015年10月4日 ～ 10月28日

– 回収数： 245

（うち85は実務･マネジメント以外）

⚫ 2016年 調査

– 調査対象者： DS協会 一般会員

（データ分析関与者）

– 調査日： 2016年9月23日 ～ 10月3日

– 回収数： 145（うち54はデータ分析非関与）

⚫ 2018年 調査

– 調査対象者： DS協会 一般会員全体

– 調査日： 2018年9月4日 ～ 9月28日

– 回収数： 391

⚫ 2019年 調査

– 調査対象者： DS協会 一般会員全体

– 調査日： 2019年11月26日 ～ 12月22日

– 回収数： 414

4

アンケートURLを一般(個人)会員にメールで送信し、任意回答いただく

⚫ 2020年 調査

– 調査対象者： DS協会 一般会員全体

– 調査日： 2020年10月25日 ～ 11月30日

– 回収数： 630

⚫ 2021年 調査

– 調査対象者： DS協会 一般会員全体

– 調査日： 2021年11月9日 ～ 11月29日

– 回収数： 581

⚫ 2022年 調査

– 調査対象者： DS協会 一般会員全体

– 調査日： 2022年11月9日 ～ 11月29日

– 回収数： 540

⚫ 2023年 調査

– 調査対象者： DS協会 一般会員全体

– 調査日： 2023年11月9日 ～ 12月4日

– 回収数： 396
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一般会員調査の結果
：属性と業務内容

5
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年齢

6

30～50代が中心層

50代以上の比率が増加しており4割を超えた
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性別

7

男女比は９：１

92.5 

89.0 

89.0 

87.4 

88.6 

88.5 

88.7 

90.7 

6.3 

8.8 

11.0 

12.6 

11.4 

10.5 

9.3 

8.6 

1.3 

2.2 

1.0 

2.0 

0.8 

2015年

2016年

2018年

2019年

2020年

2021年

2022年

2023年

n=160

n=91

n=391

n=414

男性 女性 無回答

n=630

n=581

n=540

n=396



Copyright © 2024 The Japan DataScientist Society. All Rights Reserved.

年収

8

平均年収は930万円
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業種

9

IT・通信が最多だが減少傾向がみられその他が増加

各業種間の差が縮まってきている
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2021年(n=563) 2022年(n=522) 2023年(n=376)

Q. あなたの所属する企業・組織の業種を教えてください ※複数所属する場合は主たるものを選択してください

（勤め人のみ回答／SA）

※26の選択肢からまとめ上げて集計
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データ分析・解析への関わり

10

データ分析に関わる業務を行っている割合が微減
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Q. あなたは、データ分析・解析についてどのように関わっていますか。（MA）
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データ分析・解析の目的

11

社内データの分析・活用が伸長傾向
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Q. あなたが所属している企業・組織ではどのような目的でデータ分析・解析をおこなっていますか。（MA）
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データ分析・解析業務内容

12

データ分析専門スタッフとしての業務が多数

現場のディレクションや人材育成業務従事者が増加
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2022年(n=540) 2023年(n=396)

Q. あなたがおこなっているデータ分析・解析に関わる業務としてあてはまるものを選んでください。（MA）
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分析業務従事期間
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Q. あなたはデータ分析・解析にどのくらいの期間従事されていますか。（データ分析業務従事者のみ回答／SA）
※期間は現在所属されている企業・組織を問わずご自身の経歴全体でお答えください。

分析業務に3年以上従事している人が 69%

69%

56%
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雇用形態

14

21 

29 

65 

14 

15 

16 

57 

24 

8 

5 

8 

7 

3 

24 

4 

分析業務従事者

マネジメント層(日本)

一般ビジネスパーソン(日本)

※2023年6月調査

一般ビジネスパーソン(アメリカ)

※2023年6月調査

ジョブ型雇用
おそらく

ジョブ型雇用 ジョブ型雇用ではない
企業に雇われていない

わからない

n=1000

n=231

n=2000

Q. あなた自身の雇用制度は「ジョブ型雇用」ですか。
※ジョブ型雇用とは、働き手の職務内容や勤務地、勤務時間、報酬などについて、あらかじめ明確に規定して雇用する制度のことです。

（データ分析業務従事者・マネジメント層のみ回答／SA）

分析業務従事者は日本全体と比べ

ジョブ型雇用の割合は少ない

今回

2023年
新規聴取



Copyright © 2024 The Japan DataScientist Society. All Rights Reserved.

雇用形態（データ分析関与者の業務別 ）
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データ分析関与者が関わっている業務別では
データシステムの構築においてジョブ型雇用の割合が3割
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n=159

n=102
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n=43
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Q. あなた自身の雇用制度は「ジョブ型雇用」ですか。
※ジョブ型雇用とは、働き手の職務内容や勤務地、勤務時間、報酬などについて、あらかじめ明確に規定して雇用する制度のことです。

（データ分析業務従事者・マネジメント層のみ回答／SA）

2023年
新規聴取
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転職経験
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Q. あなたは今までにデータ分析・解析業務において転職されたことはありますか。
（データ分析業務従事者のみ回答／SA）

転職経験のない人が約7割と例年と変わらない中、
転職回数2回以上が18%と前年より7ポイント程増加
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業務満足度
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Q. あなたは、現在のデータ分析・解析に関する業務について満足していますか。
（データ分析業務従事者のみ回答／SA）

業務に満足を示しているのは 47%*
前年よりも増加

*満足している＋どちらかというと満足しているの計



Copyright © 2024 The Japan DataScientist Society. All Rights Reserved.

30～40代の業務満足度*が約50%
昨年に比べ、年齢別に差の開きがみられた
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Q. あなたは、現在のデータ分析・解析に関する業務について満足していますか。
（データ分析業務従事者のみ回答／SA）

*満足している＋どちらかというと満足しているの計

9 

12 

6 

5 

13 

38 

24 

51 

47 

24 

27 

35 

20 

27 

29 

16 

24 

12 

14 

17 

11 

6 

10 

8 

16 

全体

10･20代

30代

40代

50代以上
n=86

n=17

n=231

満足
している

どちらかというと
満足している

どちらとも
いえない

どちらかというと
満足していない

満足
していない

n=49

n=79

2023年
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一般会員調査の結果
：スキルレベル

19
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データサイエンティストに求められるスキルセットとレベル

３つのスキルセットについて
一人で現実的に全て持てる多くの場合の目標点は

棟梁レベル

◼ 業界を代表するレベル Senior Data Scientist

◼ 棟梁レベル (full) Data Scientist

独り立ちレベル Associate Data Scientist

見習いレベル Assistant Data Scientist

◼ 業界を代表するレベル Senior Data Scientist

◼ 棟梁レベル (full) Data Scientist

独り立ちレベル Associate Data Scientist

見習いレベル Assistant Data Scientist

◼ 業界を代表するレベル Senior Data Scientist

◼ 棟梁レベル (full) Data Scientist

独り立ちレベル Associate Data Scientist

見習いレベル Assistant Data Scientist

ビジネス力

business problem

solving

データ

エンジニアリング力

data engineering

データ
サイエンス力

data science

課題背景を理解した上で
ビジネス課題を整理し、解決する力

データサイエンスを
意味のある形に使えるようにし
実装、運用できるようにする力

情報処理、人工知能、
統計学などの情報科学系の
知恵を理解し、使う力

20
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スキルセットとスキルレベルの認知・活用状況

21

71 

26 

25 

28 

28 

29 

35 

52 

52 

52 

55 

54 

54 

13 

12 

10 

11 

11 

7 

29 

8 

11 

11 

7 

7 

4 

2015年

2016年

2018年

2019年

2020年

2021年

2022年

2023年

知っていた 知らなかった

n=630

n=414

n=391

n=160

内容認知
＋活用

内容認知 名称認知

n=540

n=581

n=396

Q. あなたは、データサイエンティスト協会が定義したこの3つのスキルセットについてご存知でしたか。（SA）
Q. あなたは、データサイエンティスト協会が定義したこの4つのスキルレベルについてご存知でしたか。（SA）

３つのスキルセットおよび４段階のレベルに関する
認知は高まり続けており、活用も高まっている

68 

14 

11 

12 

16 

15 

21 

54 

49 

50 

52 

58 

56 

18 

15 

16 

17 

12 

12 

33 

14 

26 

22 

14 

15 

11 

2015年

2016年

2018年

2019年

2020年

2021年

2022年

2023年

知っていた 知らなかった

n=630

n=414

n=391

n=160

内容認知
＋活用

内容認知 名称認知

n=540

n=581

n=396

◼ 業界を代表するレベル Senior Data Scientist

◼ 棟梁レベル (full) Data Scientist

独り立ちレベル Associate Data Scientist

見習いレベル Assistant Data Scientist

スキルセット認知

スキルレベル認知
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現在のスキルレベル

22

5 

7 

4 

3 

5 

5 

4 

5 

20 

20 

20 

20 

18 

19 

21 

24 

40 

33 

35 

32 

35 

34 

37 

38 

31 

34 

31 

31 

31 

30 

31 

27 

4 

7 

11 

14 

11 

12 

8 

7 

2015年

2016年

2018年

2019年

2020年

2021年

2022年

2023年

n=378

n=91

n=117

業界
代表

それ以下/
業務外

n=346

n=576

n=486

n=519

n=344

Q. 現在のご自身のデータ分析・解析業務におけるスキルは、データサイエンティスト協会の定義では
どのレベルに当てはまると思いますか。（データ分析関与者／SA）

5 

6 

2 

1 

2 

2 

1 

2 

12 

15 

13 

10 

11 

9 

14 

14 

31 

31 

30 

29 

28 

30 

32 

34 

44 

39 

44 

44 

47 

44 

41 

40 

8 

10 

11 

16 

13 

15 

11 

10 

業界
代表

それ以下/
業務外

3 

3 

1 

0 

2 

2 

2 

2 

16 

9 

12 

10 

11 

9 

13 

13 

27 

30 

25 

25 

27 

24 

31 

28 

44 

41 

45 

42 

41 

44 

37 

42 

10 

18 

16 

23 

20 

20 

17 

15 

業界
代表

それ以下/
業務外

ビジネス力の独り立ちレベル以上の割合が6割以上
昨年に引き続き増加傾向にあり
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特に得意なスキルカテゴリ

23

64 63 
57 

45 

37 34 
31 

28 
23 

18 
11 

1 
0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

論理的思考 データ理解 課題の定義 分析評価 着想・デザイン 活動マネジメント アプローチ設計 事業への実装 組織マネジメント 行動規範 契約・権利保護その他（具体的

に）

2016年(n=85)

2018年(n-309)

2019年(n=327)

2020年(n=511)

2021年(n=459)

2022年(n=460)

2023年(n=321)

Q. スキルカテゴリとして、ご自身が特に得意とされていることを教えてください（MA／スキル見習い以上）

「論理的思考」「データの理解」は6割が得意

「活動マネジメント」の割合が5ポイント増

※2019年
追加項目

※2019年
追加項目

※2018年
追加項目

※2019年
追加項目

※2022年
追加項目
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特に得意なスキルカテゴリ

24

68 
62 

46 
42 41 

30 
25 

13 
8 6 

0 
0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

データの

理解・検証

データ

可視化

データの

準備

数学的

理解

科学的解析の

基礎

モデル化 モデルの

利活用

非構造化

データ処理

オペレーションズ

リサーチ

生成 その他

（具体的に）

2016年(n=82)

2018年(n=307)

2019年(n=317)

2020年(n=504)

2021年(n=442)

2022年(n=433)

2023年(n=310)

Q. スキルカテゴリとして、ご自身が特に得意とされていることを教えてください（MA／スキル見習い以上）

「データの理解・検証・可視化｣ は6割以上得意

「数学的理解」昨年より5ポイント以上増

※2023年
追加項目



Copyright © 2024 The Japan DataScientist Society. All Rights Reserved.

特に得意なスキルカテゴリ

25

67 

54 

43 
39 

30 
25 23 

16 
13 10 

1 
0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

データ収集 データ加工 プログラミング データ蓄積 環境構築 データ共有 データ構造 IT

セキュリティ

生成AI AIシステム

運用

その他

(具体的に)

2016年(n=75)

2018年(n=290)

2019年(n=293)

2020年(n=461)

2021年(n=413)

2022年(n=404)

2023年(n=294)

※2022年
追加項目

※2023年
追加項目

Q. スキルカテゴリとして、ご自身が特に得意とされていることを教えてください（MA／スキル見習い以上）

「データ収集｣ を得意とする割合が6割

「データ収集・蓄積」「環境構築」で前年より5ポイント以上増
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スキルセット（棟梁レベル以上）の重なり

いずれかのスキルセットで
棟梁レベル以上に達している人は約3割

26

9 

12 

11 

12 

13 

12 

11 

13 

3 

3 

2 

2 

3 

2 

2 

2 

2 

1 

4 

2 

1 

2 

2 

4 

2 

7 

6 

3 

2 

4 

3 

5 

3 

3 

3 

2 

3 

3 

3 

2 

5 

2 

2 
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3 

4 

9 

8 
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6 

6 

5 

7 

7 

67 

66 

67 

73 

71 

71 

69 

63 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2015年

2016年

2018年

2019年

2020年

2021年

2022年

2023年

BIZのみ DSのみ EGのみ BIZ+DS BIZ+EG DS+EG BIZ+DS+EG いずれもあてはまらない

n=486

n=346

n=91

n=117

n=378

n=576

n=591

n=332
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一般会員調査の結果
：スキルアップ・人材育成について

27



Copyright © 2024 The Japan DataScientist Society. All Rights Reserved.

スキルアップのために行っていること

28

18 

27 

40 

52 
50 

12 

60 
68 

47 

2 2 
0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

所属する

企業・組織が

提供する

外部の研修

・勉強会

所属する

企業・組織が

提供する

内部の研修

・勉強会

有志の

勉強会

への出席

カンファレンス

・製品発表会

などへの

出席

eラーニング 分析コンペ

・ハッカソン

など

への挑戦

専門的な

書籍を

購入しての

業務外での

学習

インターネット

・雑誌等での

情報収集

資格の取得 その他

(具体的に)

スキルアップの

ための投資は

おこなって

いない／

おこなう

予定がない

2015年(n=117)

2016年(n=91)

2018年(n=346)

2019年(n=378)

2020年(n=576)

2021年(n=519)

2022年(n=486)

2023年(n=344)

Q. あなたが、データ分析・解析に関わるスキルアップのために現在取り組んでいることを教えてください。
（データ分析関与者が回答／MA）

カンファレンス・製品発表会などへの出席が伸長

eラーニング・資格取得が継続的に伸長中
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スキルアップのために行っていること（2023年・年代別）

29

40~50代以上は「外部のセミナーなどへの出席」が

10～30代よりも高い

18 

26 

40 

52 
50 

12 

60 

68 

47 

2 1 

19 
23 

35 

27 
31 

19 

69 

58 

46 

4 0 

21 

27 

39 

32 

45 

13 

69 
68 

47 

0 2 

20 
21 

42 

60 
56 

12 

61 

71 

54 

1 2 

15 

31 

40 

59 

51 

10 

54 

67 

42 

3 1 
0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

所属する

企業・組織が

提供する

外部の研修

・勉強会

所属する

企業・組織が

提供する

内部の研修

・勉強会

有志の

勉強会

への出席

カンファレンス

・製品発表会

などへの

出席

eラーニング 分析コンペ

・ハッカソン

など

への挑戦

専門的な

書籍を

購入しての

業務外での

学習

インターネット

・雑誌等での

情報収集

資格の取得 その他

(具体的に)

スキルアップの

ための投資は

おこなって

いない／

おこなう

予定がない

2023年全体(n=344)

10･20代(n=26)

30代(n=62)

40代(n=112)

50代以上(n=144)

Q. あなたが、データ分析・解析に関わるスキルアップのために現在取り組んでいることを教えてください。
（データ分析関与者が回答／MA）
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スキルアップ時の困りごと

30

データ分析に関する相談先やロールモデルの不足が課題

54 

40 
38 

32 

27 
24 24 23 
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8 8 
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な
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・
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析
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）
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分

上
司
・
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営
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の

理
解
が
な
い

同
僚
・
部
下
の

ス
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ル
レ
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ル
が
低
い

分
析
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解
析
の
ツ
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ル

（
統
計
解
析
ソ
フ
ト
・

B
I
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ー
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等
）
が
不
十
分

他
部
署
の

理
解
が
な
い

同
僚
の

理
解
が
な
い

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
・
顧
客
の

理
解
が
な
い

困
っ
て
い
る
こ
と
は
な
い

そ
の
他
（
具
体
的
に
）

2023年(n=344)

Q. あなたが、データ分析・解析に関わるスキルアップを考える際に、困っていることがあれば教えてください
（データ分析関与者が回答／MA）

※2022年以前の下記は「あなたが所属する企業・組織内で、データ分析・解析に関するスキルを活かすうえで、困っている・不満に思っていることがあれば教えてください」より引用し比較
上司・経営層・他部署・クライアント・顧客の理解がない、手本になる人が周囲にいない、教えてくれる人がいない、分析・解析のインフラ・ツールが不十分、同僚・部下のスキルレベルが低い
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専門組織の有無

31

所属企業に専門組織があると回答した人の割合が

前年よりも伸長して45%

40 

45 

54 

46 

6 

9 

2022年

2023年

存在する 存在しない

n=522

わからない

n=376

Q. あなたの所属する企業や組織では、「データサイエンス」に関する専門の部署やチームがありますか
（勤め人が回答／SA）



Copyright © 2024 The Japan DataScientist Society. All Rights Reserved.

専門組織の有無（2023年・業種別）

32

45 

52 

55 

42 

38 

25 

33 

11 

69 

27 

43 

31 

46 

38 

35 

54 

63 

61 

67 

78 

15 

64 

57 

58 

9 

10 

11 

4 

0 

14 

0 

11 

15 

9 

0 

11 

全体(n=376)

製造(n=88)

IT・通信(n=110)

金融・保険(n=26)

コンサル・リサーチ・専門事務所(n=24)

教育・学習支援(n=28)

卸売・小売(n=15)

公共(n=9)

学術研究・専門技術(n=13)

放送・広告・出版・印刷(n=11)

建設・土木・工業(n=7)

その他(n=45)

存在する 存在しない わからない

Q. あなたの所属する企業や組織では、「データサイエンス」に関する専門の部署やチームがありますか
（勤め人が回答／SA）

学術研究、IT･通信、製造で専門組織がある割合が高い
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育成プログラムの有無

33

育成プログラムを備える企業・組織は27%で維持
頭打ちになりつつある
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67 
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11 

2015年

2016年
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2021年

2022年

2023年

n=394 

n=91

n=156

存在する 存在しない

n=380

n=522

n=599

n=563

わからない
n=376

Q. あなたの所属する企業や組織では、データ分析・解析に従事する専門人材について独自の育成プログラムなどが
ありますか（勤め人が回答／SA）
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人材・スキル活用度

34

スキルが活かせているのは 29%
前年よりも5ポイント増加
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十分に活かせている まあ活かせている どちらともいえない あまり活かせていない 活かせていない

n=380

n=394 

n=599 

n=563 

n=376

Q. 所属する企業・組織内で、ご自分を含め、データ分析・解析に関わる人材のスキルが活かせていると感じていますか。
（勤め人が回答／SA）
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転職意向

35

転職活動中･検討している人は 17%
条件によって検討したい層を含めると5割を超え

昨年と同程度
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現在検討している 条件によって検討したいと思う いまのところ、転職を検討するつもりはない

n=380

n=394 

n=599 

現在活動中検討し始めている

n=522 

n=376

Q. あなたは現在、もしくは今後、データ分析・解析に関する業務において、転職を検討していますか。
（勤め人が回答／SA）
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転職時重視点

36

スキルが活かせる・評価されることを重視
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2015年(n=156)

2016年(n=91)

2018年(n=380)

2019年(n=394)

2020年(n=599)

2021年(n=563)

2022年(n=522)

2023年(n=376)

Q. 転職先を選ぶ際に、データ分析・解析業務環境に関わることで、重視したい点をお答えください。
（勤め人が回答／ MA）
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データサイエンティストのイメージ

37

専門性が高く将来性があるというイメージ

仕事がたいへん、労働時間が長いというイメージが微増
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2022年(n=522)

2023年(n=396)

Q. あなたは、「データサイエンティスト」という職種に、どのようなイメージを持っていますか。
（勤め人が回答／ MA）
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データサイエンティストの将来性
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将来性を
感じる

どちらかというと
将来性を感じる
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いえない
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将来性を感じない

将来性を
感じない

n=630

n=540

n=581

n=396

Q. あなたは「データサイエンティスト」という仕事に将来性を感じていますか （SA）

将来性を感じている*のは 80%

引き続き高い傾向にあり
*将来性を感じる＋どちらかというと将来性を感じるの計
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0 
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10･20代

30代
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将来性を感じる

どちらとも
いえない

どちらかというと
将来性を感じない

将来性を
感じない

n=114

n=173

2022年

データサイエンティストの将来性（年代別）

39

10･20代の将来性を感じている割合は9割

30代で将来性を感じている割合は昨年より5ポイント減

Q. あなたは「データサイエンティスト」という仕事に将来性を感じていますか （SA）
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生成AI 利用状況

40

31 

4 

15 

27 

7 

11 

23 

9 

16 

18 

48 

32 

2 

32 

26 

DS協会一般会員(日本)

一般ビジネスパーソン(日本)

※2023年6月調査

一般ビジネスパーソン(アメリカ)

※2023年6月調査

実際に業務で
使っている

業務に使えるか
具体的に試している

業務に使えるか
検討している

特に検討して
いない

「生成AI」を
知らない

n=1000

n=376

n=2000

Q. 「生成AI」のツール・アプリ・ソフトなどをご自身の業務で使っていますか。
また、ご自身の業務で使えるか検討していますか。（学生／専業主婦(主夫)／あてはまるものはない以外が回答／SA）

DS協会の会員の5割は

生成AIを業務に使用することに前向き

今回

2023年
新規聴取



Copyright © 2024 The Japan DataScientist Society. All Rights Reserved.

生成AI 利用状況（データ分析関与者の業務別）

41

38 

33 

39 

42 

41 

51 

53 

42 

33 

33 

28 

27 

32 

23 

35 

35 

19 

23 

17 

16 

16 

16 

9 

14 

10 

10 

15 

13 

11 

8 

2 

9 

1 

2 

2 

データシステム（DB）の構築

データシステム（DB）の保守・運用

データの収集や整理を専門におこなう

データ分析・解析を自ら行う専門スタッフ

データの解析について専門スタッフに指示・ディレクション

専門スタッフの分析した結果を活用して、営業・提案を実施

データ分析・解析人材の採用・配置

社内のデータ関連人材の育成

実際に業務で
使っている

業務に使えるか
具体的に試している

業務に使えるか
検討している

特に検討していない

「生成AI」を知らない

Q. 「生成AI」のツール・アプリ・ソフトなどをご自身の業務で使っていますか。
また、ご自身の業務で使えるか検討していますか。（学生／専業主婦(主夫)／あてはまるものはない以外が回答／SA）

データ分析関与者が関わっている業務別にみると、
営業・提案、採用業務を行っている人の活用が5割を超える

n=48

n=39

n=88

n=158

n=102

n=61

n=43

n=92

2023年
新規聴取
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DS協会への要望

42

生成AIの影響か最新の技術動向が前年よりも伸長
次いでイベント、スキルアップ･勉強方法、キャリアパスが高い

53 
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45 
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59 61 
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67 

26 
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データサイエン

ティスト

のキャリアパス

分析・解析の

インフラ

（SW・DB・

DWH等）

環境

分析・解析を

活用した

導入事例

分析組織

体制

データサイエン

ティスト

のスキルセット

分析・解析の

スキルアップや

勉強の方法

セミナー・

勉強会などの

イベントや

コミュニティ

データサイエン

ティスト

の求人

最新の

技術動向

データサイエン

ティスト協会の

アンケート

結果

その他

2018年(n=391)

2019年(n=414)

2020年(n=630)

2021年(n=581)

2022年(n=540)

2023年(n=396)

※2022年
追加項目

※2022年
追加項目

※2022年
追加項目

Q. データサイエンティスト協会から知りたい情報をお聞かせください。（MA）
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まとめ
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まとめ

44

多様な業種がDS協会に参加し、社内データを自社で活用の割合も継続増加
所属企業にデータ分析専門組織を備える割合は45%にのぼる

業種の多様化とデータ活用の内製化が進み専門組織を備える割合が5ポイント増

DS協会のスキルセット及びスキルレベルの認知･活用度は継続的に伸びている

スキルセットの認知･活用割合は5年前の2018年と比較すると9ポイント増加
個人スキルの指針になりつつある

育成プログラムを備える企業・組織の割合は27％で横ばい傾向

ここ数年は20%台が継続しており
育成プログラムの整備に関しては頭打ち状態

データ分析・解析業務への満足度は47%と昨年より10ポイント増

データサイエンティストに将来性を感じている割合も8割と引き続き高い

データサイエンティストとして従事することに前向きな印象を持っている
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まとめ

45

カンファレンス・製品発表会などへの出席が前年から12ポイント増加

コロナが終息したことでイベントへの参加が活性化

資格を取得する割合が47%と5年間で26ポイント増加

スキルアップのために資格を取得する割合が年々増加
スキルアップに向けて資格の取得がスタンダードになりつつある

業務における生成AIの使用・検討中の割合をみると

DS協会の会員は58%、一般ビジネスパーソンは11%
一般ビジネスパーソンの使用・検討中が11%に対し、DS協会の会員は58%で大きな差

DS協会の会員などのデータサイエンティストでは生成AIの利用に前向き
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まとめ

⚫ 多様な業種企業が「データサイエンティスト」へ関心を寄せ、協会に参加

データの活用に関心が高まってきている

⚫ スキルセット及びレベルが個人スキルの指針になりつつあり、各企業での利活用も増えている

⚫ 育成プログラムを備える企業・組織は増加することなく伸び悩んでいる

⚫ データサイエンティストは将来性のある職業として感じられている

⚫ コロナが終息したことでイベントへの参加が活性化

⚫ スキルアップのために資格を取得する割合が増えている

46

➜ 多様な業種でデータサイエンス人材が求められている。スキルセットの活用が進んでいるが、常

に最新の技術がアップデートされる業界のため、育成プログラムの整備に難航している可能性が

ある。状況をヒアリングしつつ、協会として育成プログラム促進を進めていくことが企業・個人

への後押しになると考えられる。

➜ データサイエンティストは将来性のある職業として認知がされている。そんな中、個人でスキル

を伸ばすことに前向きな傾向があり、コロナが終息したことでイベントへの参加が活発になった。

一方で若年層は、自身で手軽にできるところから学習を進めている。引き続き、 DS検定を含めス

キルアップなど学びを得る機会を提供することが大切。


